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本
連
載
は
こ
れ
ま
で
、
2
0
2
2
年
11
月
に
出
版
し
た

拙
著
「
脱
『
日
本
版
P
F
I
』
の
ス
ス
メ
　
令
和
編
〜
急

が
れ
る
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
へ
の
転
換
〜
」（
発
行
＝
日
刊

建
設
工
業
新
聞
社
、
発
売
＝
東
洋
出
版
）
の
内
容
を
中
心

に
解
説
し
て
き
た
。
第
1
回
（
1
月
5
日
号
）
で
は
、
公

共
施
設
の
整
備
と
財
政
健
全
化
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は

サ
ー
ビ
ス
調
達
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
第
2
回

（
2
月
6
日
号
）
で
は
、
施
設
調
達
と
サ
ー
ビ
ス
調
達
の

違
い
が
ど
の
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
る
の
か
を
説
明
し
た
。

　
今
回
は
、
地
方
自
治
体
の
調
達
に
サ
ー
ビ
ス
要
素
を

組
み
込
み
、
ど
う
転
換
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
明
確
化
さ
せ
る
た
め
に
、「
A
a
S
（As a 

Service

）」
と
い
う
考
え
方
を
紹
介
し
た
い
。

1
．公
共
施
設
整
備
の
目
的
は
何
か

　
日
本
の
P
F
I
法
は
施
設
整
備
を
目
的
と
す
る
が
、
本

来
の
目
的
は
「
施
設
の
適
切
な
利
用
」
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
従
来
は
老
朽
化
し
た
不

便
な
施
設
に
つ
い
て
、
建
て
替
え
、
廃
棄
、
統
合
、
賃
貸

や
借
り
上
げ
へ
の
変
更
と
い
っ
た
選
択
肢
を
考
慮
の
上
、

運
営
体
制
も
含
め
て
見
直
し
て
き
た
が
、
見
直
し
後
の
施

設
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
利
用
者
お
よ
び
施
設

運
営
者
に
任
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
施
設
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
調
達
を
見
直

し
、
そ
の
選
択
肢
と
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
施
設

（
F
a
a
S
＝Facilities as a Service

）」
を
追
加
す

る
こ
と
を
勧
め
る
。
従
来
は
「
モ
ノ
」
と
し
て
見
て
き
た

施
設
を
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
を
活
性
化
で
き
る
と
理
解
し
、
公
共
調
達
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

2
．
D
X
で
構
築
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　
A
a
S
へ
の
転
換
と
は
、
日
本
で
現
在
話
題
に
な
っ
て

い
る
「
モ
ノ
消
費
」
か
ら
「
コ
ト
消
費
」
へ
と
い
う
消
費

動
向
の
転
換
と
は
異
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
品
質
管

理
シ
ス
テ
ム
の
新
た
な
構
築
で
あ
る
。

　
従
来
行
わ
れ
て
い
る
国
際
規
格
「
I
S
O
9
0
0
1
」

に
基
づ
く
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦

点
を
当
て
て
お
り
、
提
供
後
は
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に

の
み
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
管
理
方
法
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
A
a
S
は
、
モ
ノ
の
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
「
モ
ノ
の
利
用
段
階
」
に
、
そ
の
モ
ノ
が
発
揮
す
る

機
能
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
使
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

I
H
I
P
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
品
質
管
理
を
行
う
。

　
こ
の
品
質
管
理
方
法
の
違
い
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
無
形
性

（Intangibility

）
を
有
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

　
図
1
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
は
無
形
で
あ
る
が
故
に
、

品
質
の
定
量
化
や
デ
ー
タ
化
が
困
難
で
あ
る
（
非
均
一
性

＝H
eterogeneity

）。
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
成
立
に
は
、

そ
の
生
産
・
提
供
と
消
費
が
同
時
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
（
不
可
分
性
＝Inseparability

）、
在
庫
が
で
き
な
い

（
消
滅
性
＝Perishability

）
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

　
こ
の
中
で
も
特
に
非
均
一
性
が
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
生
み
出
し
て
き
た
。
公
共
調
達
の
分
野
で
代

表
的
な
の
は
「
委
託
業
者
の
変
更
は
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
変

動
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
I
T
の
発
達
で
品
質
の
定
量
化
や
デ
ー

タ
化
（
＝
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

熊
谷
弘
志

オ
フ
ィ
ス
・
ク
マ
ガ
エ
代
表

ク
ラ
ウ
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

P
P
P
事
業
部
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
モ
ノ
の
調
達「
P
a
a
S
」

顧
客
目
線
を
取
り
入
れ
、地
域
経
済
を
活
性
化

連

載

令
和
時
代
の
P
F
I
活
用
術
講
座 

③
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〈
D
X
〉）
が
可
能
に
な
り
、
非
均
一
性
の
要
素
を
取
り

除
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
品
質
の
定
量
化
や
デ
ー
タ

化
を
契
約
期
間
中
に
継
続
す
る
こ
と
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
継
続
に
つ
な
が
り
、
消
滅
性
を
な
く
す
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
加
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
顧
客
と
の
関
連
性
が
転
換
す
る
。

　
顧
客
と
の
関
連
性
は
従
来
、
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
だ

け
対
応
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
継
続
利
用
に
な

る
と
、
対
応
も
継
続
的
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
顧
客
の
利

用
情
報
と
課
題
を
吸
い
上
げ
、
適
切
な
技
術
開
発
を
通
じ

て
課
題
を
解
決
し
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
が
継
続
的
な
改
善
を
可
能
に
し
、

そ
れ
が
顧
客
の
購
入
意
欲
を
向
上
さ
せ
、

新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
を

持
続
可
能
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

3
．
P
a
a
S
と

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I

　
「
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
モ
ノ
の

調
達
（
P
a
a
S
＝Product as a 

Service

）」
と
称
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
（「
P
S
S
〈Product Service 

System
s

〉」
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、

1
9
9
0
年
代
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た

テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
P
a
a
S
に
関
す
る
定
義
の
核
と
な

る
部
分
は
、
こ
の
モ
デ
ル
が
製
品
自
体

で
は
な
く
、
製
品
が
持
つ
機
能
や
そ
の

機
能
を
利
用
し
た
結
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
）
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
英
国
で
92
年
に
導
入
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
調
達
型

P
F
I
は
そ
の
代
表
的
な
モ
デ
ル
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
仕
様
を
活
用
す
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
P
F
I
を
「
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力
（
ノ

ウ
ハ
ウ
）
を
活
用
し
、
公
共
施
設
な
ど
の
設
計
・
建
設
・

改
修
・
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
公
共
事
業
の
手

法
」
と
し
て
で
は
な
く
、
従
来
の
「
モ
ノ
を
利
用
す
る
た

め
に
、
モ
ノ
の
所
有
権
を
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
き
た

施
設
調
達
手
法
」
か
ら
、「
モ
ノ
を
所
有
せ
ず
、
D
X
を

通
じ
た
継
続
改
善
の
品
質
管
理
を
前
提
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

調
達
手
法
」
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
1
）従
来
の
物
品
調
達

　
従
来
の
一
般
的
な
公
共
調
達
に
お
け
る
物
品
購
入
で
は
、

自
治
体
と
企
業
の
取
引
は
1
回
限
り
で
あ
る
。
金
銭
を
支

払
い
、
モ
ノ
の
所
有
権
を
移
譲
す
る
こ
と
で
両
者
の
関
係

が
成
立
す
る
が
、
そ
の
関
係
は
保
証
期
間
に
限
ら
れ
た
一

時
的
な
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
も
の
で
は
な
い
。

（
2
）財
政
改
善
へ
の
貢
献

　
こ
れ
に
対
し
P
a
a
S
と
し
て
の
製
品
・
施
設
は
、
サ

ー
ビ
ス
契
約
の
期
間
中
、
自
治
体
と
企
業
の
間
に
継
続
的

な
関
係
を
形
成
す
る
。
公
共
調
達
で
自
治
体
が
製
品
・
施

設
を
P
a
a
S
と
し
て
購
入
す
る
と
き
、
サ
ー
ビ
ス
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
応
じ
て
利
用
後
に
金
銭
を
支
払
う
契
約
を

結
ぶ
。
つ
ま
り
自
治
体
は
企
業
と
契
約
を
締
結
す
る
も
の

の
、
製
品
・
施
設
自
体
を
購
入
す
る
の
で
は
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
け
な
の
だ
。
財
政
状

図1　DXを活用してサービスの持続可能モデルを構築するPaaSのイメージ

出典：筆者作成
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況
の
改
善
に
貢
献
す
る
要
素
で
あ
る
。

（
3
）サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
へ
の
貢
献

　
P
a
a
S
で
は
、
自
治
体
が
製
品
・
施
設
を
所
有
す
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
製
品
・
施
設
の

所
有
者
と
し
て
行
動
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
ち
続
け

る
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
応
じ
た
支

払
い
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
満
た
し
続
け
な
け
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
料
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
。
ま
た
高
い
レ
ベ

ル
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
維
持
し
、
製
品
・
施
設
と
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
に
改
善
し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存
顧
客

の
維
持
お
よ
び
新
規
顧
客
の
獲
得
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
に
経
済
成
長
の
源
泉
が
あ
る
。
製
品
・
施
設
の
機
能

を
高
品
質
で
維
持
し
続
け
る
責
任
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が

持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

4
．欧
州
で
の
急
速
な
発
展

　
前
掲
の
拙
著
で
は
、
モ
ノ
購
入
と
サ
ー
ビ
ス
購
入
の
違

い
を
理
解
し
や
す
い
事
例
と
し
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
提

供
す
る
車
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
定
額
制
）
サ
ー
ビ

ス
「
Kキ
ン

ト

I
N
T
O
」
を
紹
介
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
（
V
W
）
グ

ル
ー
プ
、
ト
ヨ
タ
、
仏
ル
ノ
ー
・
日
産
自
動
車
・
三
菱
自

動
車
の
3
社
連
合
に
続
く
世
界
第
4
の
メ
ー
カ
ー
「
ス
テ

ラ
ン
テ
ィ
ス
」
は
、
14
ブ
ラ
ン
ド
（
伊
ア
バ
ル
ト
、
伊
ア

ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
、
米
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
仏
シ
ト
ロ
エ
ン
、

米
ダ
ッ
ジ
、
仏
D
S
、
伊
フ
ィ
ア
ッ
ト
、
米
ジ
ー
プ
、
伊

ラ
ン
チ
ア
、
伊
マ
セ
ラ
テ
ィ
、
独
オ
ペ
ル
、
仏
プ
ジ
ョ

ー
、
米
ラ
ム
・
ト
ラ
ッ
ク
ス
、
英
ボ
ク
ス
ホ
ー
ル
）
を
有

す
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
車
移
動
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
45

万
台
の
レ
ン
タ
カ
ー
、
50
万
カ
所
の
駐
車
場
、
60
万
件
の

カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ー
契
約
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
乗
り
合

い
、
充
電
サ
ー
ビ
ス
）
を
、
一
つ
の
ア
プ
リ
で
統
合
し
た

移
動
サ
ー
ビ
ス
「
フ
リ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
ム
ー
ブ
（Free 2 

m
ove

）」
の
提
供
を
開
始
し
、
A
a
S
を
活
用
し
て
巻

き
返
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
B
M
W
と
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
が
株
主
で

あ
る
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
ス
（Intelligent 

Apps G
m
bH

）」
社
の
サ
ー
ビ
ス
「
フ
リ
ー
・
ナ
ウ

（Free N
ow

）」
も
、
専
用
ア
プ
リ
を
介
し
、
1
5
0

都
市
以
上
で
車
両
約
18
万
台
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
e
ス

ク
ー
タ
ー
、
e
バ
イ
ク
、
e
モ
ペ
ッ
ト
、
カ
ー
シ
ェ
ア
、

タ
ク
シ
ー
、
運
転
手
付
き
車
両
な
ど
を
利
用
で
き
る
。

　
車
の
利
用
者
は
移
動
が
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
車
両
の
販
売
に
限
定
せ
ず
、
長

期
・
短
期
・
短
時
間
の
契
約
に
広
げ
、
利
用
形
態
も
レ
ン

タ
ル
、
運
転
手
付
き
車
両
、
乗
り
合
い
、
駐
車
場
、
充
電
、

カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ー
な
ど
の
利
用
ま
で
カ
バ
ー
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
欧
米
企
業
は
利
用
者
が
求
め
る
あ
ら
ゆ

る
移
動
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
車
両
販
売

台
数
に
こ
だ
わ
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
、
A
a
S
の

活
用
を
通
じ
て
追
求
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

5
．
S
D
G
s
と
の
相
性
の
良
さ

　
欧
米
で
P
a
a
S
が
急
速
に
発
展
し
た
背
景
に
は
、
サ

ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
や
P
P
P
（
官
民
連
携
）
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
公
共
が
抱
え
込
ん
で
い
た
製
品
・
施
設
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
リ
ス
ク
を
、
民
間
事
業
者
に
移
転
す
る

契
約
手
法
を
構
築
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
モ
ノ
を

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
購
入
す
る
仕
組
み
は
「
民
・
民
」
間
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
資
産
や
モ
ノ
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
扱
う
と
い
う
こ
と
は
、

資
産
や
モ
ノ
に
対
す
る
投
資
か
ら
維
持
・
管
理
、
運
営
、

廃
棄
に
至
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
管
理
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
2
0
1
5
年
の
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」
の
導
入
に
伴
い
、
経
営

の
基
本
思
想
に
な
っ
て
き
た
。

　
製
品
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
伴
う
買
い
替
え
や
サ
ー

ビ
ス
変
更
の
仕
組
み
が
標
準
化
さ
れ
、
回
収
し
た
製
品

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
分
解
可
能
な

製
品
が
製
造
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
が
残
存
価
値
評
価
を

可
能
に
し
、
利
用
料
金
低
減
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

P
a
a
S
の
利
用
は
さ
ら
に
増
え
続
け
て
い
る
。

6
．モ
ノ
づ
く
り
の
国
に
は
不
要
か
？

　
世
界
中
で
P
a
a
S
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
中
、

日
本
は
モ
ノ
づ
く
り
の
国
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
構
築

を
た
め
ら
う
な
ら
ば
、
モ
ノ
が
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
で
き
て

い
な
い
分
だ
け
、
経
済
が
成
長
し
な
い
の
は
当
た
り
前
で

あ
る
。
高
品
質
で
耐
久
性
の
高
い
製
品
・
施
設
を
造
る
こ

と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
電
気
機

械
業
の
生
産
性
が
低
い
の
は
、
モ
ノ
を
サ
ー
ビ
ス
転
換
で

き
て
い
な
い
こ
と
に
理
由
が
あ
り
そ
う
だ
。
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図
2
は
、
2
0
1
0
〜
12
年
と
少
し
古

い
が
、
日
米
の
産
業
別
生
産
性
と
付
加
価

値
シ
ェ
ア
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
白

物
家
電
を
含
む
電
気
機
械
の
生
産
性
は
米

国
の
1
0
0
に
対
し
、
日
本
は
19
・
4
し

か
な
く
、
卸
売
・
小
売
業
も
38
・
4
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
技
術
が
進
化
し
て

い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
た
め
、
日
本
に

住
ん
で
い
る
と
、
そ
の
経
済
成
長
の
低
さ

を
実
感
し
に
く
い
が
、
電
機
産
業
に
お
け

る
生
産
性
の
低
さ
は
、
16
年
の
台
湾
・

鴻ホ
ン
ハ
イ海
精
密
工
業
に
よ
る
シ
ャ
ー
プ
買
収
に

つ
な
が
っ
た
。

7
．
P
a
a
S
を
使
っ
た

　
　
　
　
国
内
電
機
産
業
の
活
性
化
策

　
そ
れ
で
は
、
生
産
性
の
低
い
日
本
の
電

機
産
業
の
代
表
格
で
あ
る
白
物
家
電
を
題

材
に
、
P
a
a
S
が
発
展
し
て
い
る
欧
州

の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
改
善
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
1
）企
業
戦
略
の
比
較

─
─
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
─
─

　
日
本
の
白
物
家
電
メ
ー
カ
ー
は
、
価
格

が
安
い
海
外
製
品
に
市
場
を
奪
わ
れ
続
け

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
モ
ノ

づ
く
り
の
発
想
か
ら
抜
け
切
れ
て
い
な
い
。
高
機
能
の
製

品
を
高
く
売
る
こ
と
を
重
視
し
続
け
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
売
る
こ
と
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
洗
濯
機
を
販
売
す
る
際
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は

「
メ
ー
カ
ー
目
線
」
で
あ
っ
て
、
顧
客
が
自
然
と
買
い
た

く
な
る
「
消
費
者
目
線
」
で
は
な
い
。
カ
タ
ロ
グ
に
は
、

高
価
格
モ
デ
ル
に
搭
載
さ
れ
た
機
能
に
関
す
る
説
明
・
情

報
が
満
載
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
類
似
の
機
能
が
メ
ー
カ
ー
ご

と
に
別
々
の
用
語
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
開
発
者
と
筋
金
入
り
の
洗
濯
フ
リ
ー
ク
に
は
有
用
な
情

報
か
も
し
れ
な
い
が
、
洗
濯
機
を
「
日
常
的
に
使
う
衣
料

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
機
械
」
と
見
な
す
一
般
的
な
利

用
者
に
は
、
ほ
ぼ
意
味
の
な
い
情
報
だ
。

　
日
本
の
高
価
な
洗
濯
機
に
搭
載
さ
れ
た
機
能
や
価
格
を

理
解
し
た
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
「
ア
マ

ゾ
ン
」
の
イ
ン
ド
版
で
洗
濯
機
を
検
索
し
て
み
る
と
、
適

度
な
機
能
の
製
品
（
最
新
の
温
水
利
用
乾
燥
機
能
付
き
の

ド
ラ
ム
式
洗
濯
機
）
は
、
日
本
円
で
5
万
円
程
度
で
売
ら

れ
て
い
る
。
日
本
の
高
度
な
機
能
を
備
え
た
ド
ラ
ム
式
洗

濯
機
は
、
最
近
に
な
っ
て
廉
価
モ
デ
ル
が
出
始
め
た
が
、

そ
れ
で
も
10
万
円
以
上
は
す
る
。

　
途
上
国
で
入
手
可
能
な
こ
れ
ら
安
価
な
製
品
は
、
頻
繁

に
故
障
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
品
質
向
上
の
ス
ピ
ー
ド

は
速
く
、
延
長
保
証
の
仕
組
み
も
発
達
し
て
き
た
。
既
に

白
物
家
電
を
技
術
で
差
別
化
で
き
る
時
代
で
は
な
い
。
モ

ノ
づ
く
り
に
焦
点
を
当
て
過
ぎ
る
と
利
用
者
が
そ
っ
ぽ
を

向
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
継
続
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱
性

に
対
す
る
対
応
が
必
要
だ
ろ
う
。

図2　日米の産業別生産性（1時間当たり付加価値）と付加価値シェア（2010～12年）

出典：日本生産性本部 生産性研究センター「生産性レポート Vol.2　日米産業別労働生産性水準比較」（2016年12月）
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こ
れ
に
対

し
、
白
物
家

電
の
分
野
で

P
a
a
S
に

取
り
組
ん
で

き
た
欧
州
企

業
の
一
つ
に
、

オ
ラ
ン
ダ
の

「
ホ
ー
ミ
ー

（H
om
ie

）」

社
が
あ
る
。

　
同
社
が

P
a
a
S
と

し
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
し
て

い
る
白
物
家

電
は
、
洗
濯

機
、
洗
濯
乾

燥
機
、
乾
燥

機
、
食
器
洗

い
乾
燥
機
、

冷
蔵
庫
、
電

子
レ
ン
ジ
、

掃
除
機
、
ご

み
箱
、
洗
濯

か
ご
、
ア
イ

ロ
ン
で
あ
る
。

　
表
に
示
し

た
よ
う
な
現
状
認
識
の
下
、
同
社
は
循
環
経
済
（
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
の
実
現
を
目
指
す
企
業
と
し
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
社
は
製
造
業
者
で
は
な
い
が
、

製
造
業
者
と
連
携
し
て
手
頃
な
価
格
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
高
い
製
品
を
開
発
し
、
P
a
a
S
を
う
ま
く
機
能
さ
せ

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
を
模
索
し

て
い
る
。

　
P
a
a
S
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費

し
た
り
安
物
買
い
で
資
源
を
無
駄
遣
い
し
た
り
し
て
い
た

利
用
者
を
顧
客
と
し
て
取
り
込
み
、
彼
ら
の
満
足
度
を
高

め
つ
つ
成
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
2
）利
用
者
の
観
点
も
踏
ま
え
た
仕
組
み

　
ホ
ー
ミ
ー
社
は
循
環
経
済
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

P
a
a
S
に
も
環
境
改
善
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
洗
濯
機
は
洗
濯
機
能
だ
け
の
モ
デ
ル
と
、
乾
燥
機
能
も

備
え
た
モ
デ
ル
の
二
つ
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
定
額
料

金
・
回
数
無
制
限
で
利
用
す
る
方
法
と
、
定
額
料
金
よ
り

も
安
い
最
低
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
を
設
定
し
、
利
用
回

数
に
応
じ
て
追
加
料
金
を
支
払
う
「
P
p 

U
（Pay per 

U
se

）」
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
選
択
で
き
る
。

　
ま
た
、
洗
濯
機
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
で
ク
ラ
ス
分
け
さ

れ
て
お
り
、
旧
型
と
比
較
し
た
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
節
約
金
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。
P
p 

U
モ
デ
ル
は
大

手
家
電
メ
ー
カ
ー
と
提
携
し
て
製
造
さ
れ
、
利
用
状
況
が

W
i
─
F
i
で
通
知
さ
れ
る
機
能
を
有
す
る
。
そ
し
て
エ

コ
モ
ー
ド
で
利
用
し
た
場
合
、
利
用
料
金
は
割
引
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
販
売
促
進
策
の
一
環
と
し
て
古
い
家
電
を
無

料
で
引
き
取
る
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
や
、
引
っ
越
し
の

際
に
次
の
住
民
へ
の
利
用
者
変
更
の
仕
組
み
も
用
意
し
て

い
る
。「
顧
客
が
自
然
と
利
用
し
た
く
な
る
仕
組
み
」
が

満
載
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
利
用
者
の
観
点
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
固
定
収
入
と
な
る
最
低
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
金
を
設
定
し
た
り
、
短
期
間
で
の
契
約
変
更
は

無
料
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
外
と
し
た
り
す
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
堅
固
に
す
る
仕
組
み
も
忘
れ
て
い
な
い
。

　
P
p 

U
方
式
の
場
合
、
最
低
料
金
で
済
む
か
、
追
加

料
金
が
必
要
に
な
る
か
は
利
用
の
仕
方
次
第
で
あ
る
が
、

最
低
料
金
内
に
収
め
る
利
用
者
が
多
い
と
い
う
。
実
証
実

験
の
結
果
、
利
用
者
は
1
カ
月
当
た
り
の
利
用
回
数
を
2

日
に
1
回
程
度
に
抑
え
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
利
用
方

法
を
選
択
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
約
25
%
改
善
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
利
用
方
法
は
洗
濯
機
へ

の
負
荷
を
減
ら
す
の
で
、
製
品
の
寿
命
も
延
び
る
と
い
う
。

　
利
用
者
へ
の
提
供
資
料
に
は
、
洗
濯
機
に
搭
載
さ
れ
た

高
度
な
技
術
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
は
な
い
。
利
用
者
が

興
味
を
抱
く
エ
コ
に
関
す
る
技
術
の
説
明
と
、
利
用
方
法

の
工
夫
次
第
で
コ
ス
ト
が
低
減
で
き
る
こ
と
、
コ
ス
ト
低

減
が
洗
濯
機
の
寿
命
延
長
に
つ
な
が
り
、
ホ
ー
ミ
ー
社
の

事
業
収
益
の
改
善
に
も
貢
献
す
る
と
い
う
記
載
な
ど
が
あ

る
。
こ
う
し
た
情
報
は
利
用
者
に
対
し
、
共
に
環
境
改
善

に
貢
献
し
よ
う
と
共
感
を
求
め
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
壊
れ
た
ら
交
換
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
と
、
利

用
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
方
法
で
料
金
を
抑
え
つ
つ
、

環
境
改
善
の
取
り
組
み
に
関
与
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

表
【ホーミー社の白物家電に関する市場の実態認識】
　市場に出回っている安い電化製品は壊れやすく、すぐに捨てられてしまう。一方で高品質で耐久性のある
電化製品は非常に高価で、キャッシュでの購入が難しい。このような電化製品の性能と価格がバランスして
いる市場では、多くの家庭では古くて効率の悪い電化製品を使用し続けるか、安い電化製品を頻繁に買い続
けるかの選択が求められる。その結果、前者を取ればエネルギーの浪費となり、後者を取っても資源の無駄
遣いとなるため、このまま放置すると、環境への悪影響が増大し続けていく可能性が高い。
　このような環境への悪影響を改善しようと、欧州連合（EU）とオランダ政府は2050年までに完全な循環
型の経済を実現することを目指している。そして、この目標を達成するために、資源をより経済的かつス
マートに使用することを求めている。製造業者には、長く利用できる高品質で耐久性のある電化製品を製造
することを求め、利用者にもこれらの電化製品を持続的に使用する責任が求められている。
出典：ホーミー社のホームページより
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ホ
ー
ミ
ー
社
の
P
p 

U
は
2
0
2
2
年
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
ア
ワ
ー
ド
の
電
機
部
門
で
優
秀
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

8
．
P
a
a
S
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
調
達
型
P
F
I

　
欧
州
で
P
a
a
S
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

公
共
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
購
入
型
P
F
I
の
導
入
で
あ
っ

た
。
P
a
a
S
の
調
達
方
法
を
民
・
民
間
で
導
入
し
た
初

期
の
段
階
で
は
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
P
F
I
」
と
い
う
名

称
が
使
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
A
a
S
が
一
般
的
な
名

称
と
な
る
に
従
い
、
こ
の
言
葉
は
死
語
に
な
っ
た
。

　
日
本
政
府
は
P
F
I
を
導
入
す
る
際
、
サ
ー
ビ
ス
調
達

型
を
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
施
設
調
達
型
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

化
し
た
。
日
本
で
は
高
品
質
で
耐
久
性
の
高
い
製
品
や
施

設
を
整
備
で
き
る
た
め
、
欧
米
の
よ
う
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
リ
ス
ク
を
民
間
に
移
転
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
調
達
型
で
は
な
く
施
設
調
達
型
が
導
入
さ
れ
た

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
判
断
が

結
果
的
に
、
A
a
S
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
の
民
・

民
間
へ
の
広
ま
り
を
遅
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

本
末
転
倒
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
モ
ノ
を
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
す
る
こ
と
な
し
に
、

発
注
者
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
「
V
F
M
（Value For M

oney

）」
の
概
念
を

導
入
し
た
た
め
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
が
事
業
者
の
請
負

金
額
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
か
え
っ
て
経
済
を
収
縮
さ
せ

か
ね
な
い
調
達
手
法
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
V
F
M
が
事
業
者
の
請
負
金
額
や
利
益
の
削
減
に
つ

な
が
る
と
、
発
注
者
と
事
業
者
の
関
係
は
「
W
i
n
─

L
o
s
e
」
と
な
る
。
官
民
の
関
係
が
「
W
i
n
─

W
i
n
」
と
な
る
よ
う
な
事
業
ス
キ
ー
ム
（
枠
組
み
）
へ

の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

9
．自
治
体
に
よ
る
活
用
の
効
果

　
自
治
体
は
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
基
づ
き
、
地
域
の
実

情
に
沿
っ
た
行
政
を
展
開
し
、
施
策
を
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
施
策
導
入
に
当
た
っ
て
は
当
然
、
実
情
に
即

し
た
調
整
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
施
策
の
主

要
部
分
ま
で
変
更
す
る
場
合
は
、
本
来
の
施
策
効
果
が
生

ま
れ
な
く
な
っ
た
り
悪
影
響
が
生
じ
た
り
し
な
い
よ
う
、

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
A
a
S
の
要
素
が
な
い
施
設
調
達
型
P
F
I
の
導
入
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
採
用
す
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
と
は
い
え
施
設
整
備
補
助
金
は
、

施
設
所
有
権
を
移
譲
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
に
は
支
払

わ
れ
な
い
た
め
、
効
果
が
あ
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
サ
ー

ビ
ス
調
達
型
へ
の
転
換
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
に
よ
る
22
年
度
の
「
P
P
P

／
P
F
I
推
進
施
策
説
明
会
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
P
F
I
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
前
例
に
と
ら
わ
れ

ず
、
先
進
的
な
P
P
P
・
P
F
I
事
業
の
検
討
を
行
う

際
に
は
補
助
金
が
申
請
で
き
る
と
説
明
さ
れ
た
（
注
）。

P
P
P
・
P
F
I
事
業
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と

の
方
針
は
国
も
同
じ
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
を
受
け

入
れ
る
状
態
に
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　
自
治
体
が
P
a
a
S
の
考
え
方
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

調
達
型
P
F
I
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
停
滞
し
て
い
る
地

域
経
済
を
活
性
化
で
き
る
。
そ
れ
は
モ
ノ
の
調
達
を
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
が
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
モ
ノ
に
投
資

す
る
こ
と
で
、
投
資
回
収
に
向
け
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
事

業
が
展
開
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
付
加
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る

た
め
で
あ
る
。
自
治
体
の
支
払
い
は
、
従
来
の
施
設
整
備

費
か
ら
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
な
る
だ
け
な
の
で
、
資
金
繰
り

の
問
題
は
生
じ
な
い
は
ず
だ
。

　
新
た
な
手
法
で
あ
る
た
め
、
検
討
か
ら
実
施
に
至
る
ま

で
に
は
時
間
を
要
す
る
が
、
拙
著
で
解
説
し
た
参
照
モ
デ

ル
も
活
用
可
能
だ
。
自
治
体
に
は
P
F
I
の
サ
ー
ビ
ス
調

達
型
へ
の
転
換
を
勧
め
た
い
。

　
注
＝
国
土
交
通
省
サ
イ
ト
「
P
P
P
／
P
F
I
推
進

施
策
説
明
会
（
令
和
4
年
度
）」

　https://w
w
w
.m
lit.go.jp/sogoseisaku/

kan
m
in
ren

kei/so
sei_kan

m
in
ren

kei_
fr1_000105.htm
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